
Japanese Society for Horticultural Science (JSHS)

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　for 　Hortioultural 　Soienoe 　（JSHS ｝

園学雑．（J．　Japan ．　Soc．　Hort，　Sci．）72（2）1141 ．147．2003．

イ チ ゴ果実中の ビ タ ミ ン C 含量 の 遺伝

曽根
一
純

1 ＊ ・望月龍也
2 ・沖村　誠

1 ・野 口裕 司
3 ・北谷恵美

1

1
九州 沖縄農業研究セ ン ター野 菜花 き研 究部　839−85［）3 福岡県久留米市御 井町

　
2
九州沖縄農業研 究セ ン タ

ー企画 調整 部　861 −1192　熊本県菊池郡西合志町

　　
3
北 海道農業研究セ ン タ

ー作物 開発 部　062 −8555　北海道札幌市豊平区

Inheritance　of　Ascorbic　Acid　Content　in　Sl．rawbeTry 　Fruits

K ・z ・y・・hi　S・ nel
・

，
T ・t・uy ・ M ・chizuki2 ，M ・k・t・ Okim ・・al

，
Y ・ji　N ・guchi3　and 　Emi　Kit・dani且

1
／Vationaし4gricultu厂al 　Research 　Centerfor　Kyusyu 　Okinawa 　Reg わ n 』 epartment 　of　Vegetable　and 　Flower 　Research・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 K 麗r 配〃蓼ε Fukuoka 　839−8503

2N
・伽 姻 9伽 畑 ・’尺・ ・ … ch 伽 副 ∂・ 伽 ・アu ・Okin・ w ・ R ・9ゴ… 助 ・ ・’・… ∫・fR・∫・α・c刷 … ご・9 ・・4　C… 跏 ・ 伽 ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　Nishigoshi，　Ku 〃lamotO 　861−1192

3National
／lgricultural1〜esea 厂c ん Centerfo 厂 Hokkaido 　Region，　Depart 〃 把 π ’（ゾ（7厂（）p　Breedingら Toyohira，　Sappo厂0062 −8555

Summary

　Frui！s　from　lO　groups 　of　strawberry 　plogenies，　each ，　derived　from　inbreeding　and 　outcressing

between　parents　baving 　h正gh　and 　low　ascorbic 　acid 　contents 　were 　analyzed 　for　ascoTbic 　acid 　content

and 　their　examined 　for　inheritance　patterns．　The　corre 呈ations 　betweon 　ascolbic 　acid 　and 　sugar 　contents

and 　composition 　were 　estimated ，　Ascorbic 　acid 　content 　was 　inherit¢ d　almost 　quantitatively，　but　partial
dominance　was 　expressed 　by　some 　outclossing 　progenies ．　Heritabihty　of　10　progenies　ranged 　from

O．712to 　O903 ．　The　frequency　of 　seedlings 　with 　higher　ascorbic 　acid 　content 　than　parental　varieties

was 　found　in　progenies　derived　from　reciprocal 　crosses 　between
‘Sachinoka’and ‘Akasha　no 　mitsuko

’
；

both　parents　possess　high　ascorbic 　acid 　content ，　Ascorbic　acid 　contcnt 　corlelated 　positively　with 　sugar

content ，　especially 　with 　that　of　sucrose ，　Hence，　it　may 　be　possible吐o　select 　breeding　mater 正als　having

high　ascerbic 　acid 　by　seiecting 　those　with 　high　sucrose 　content 　tha［ contribute 　to　excellent 　taste．　Our

data　indicate　that　Io　estimate 　heritability　of　ascorbic 　acid 　content 　from　inbreeding　and 　outcrossing 　of

parental　strawberry 　cultivaTs ，　fruits　from 　only 　30　progenies　need 　to　be　analyzed ．

Key 　Words ： ascorbic 　ac 孟d，　heritability，strawberry ，　sugar 　con ｛ent ．

緒　　言

　イ チ ゴ 果実 に は，食 品成 分表 に よ る と果重 100g当た り

60mg と野菜
・果 実 の 中で も多量 の ビ タ ミ ン C が 含 ま れ

て お り，主 に 生 食 で 消費 さ れ る た め 調理 に よ る損 失 が 少

な く，老若男女を 問 わず 好まれる こ とか ら，ビ タ ミ ン C の

摂取源 と して 優 れ て い る．ま た，近年 の 健康志向 の 高ま

りと と もに，消費ニ ーズ の 多様化 に 対応 した ビ タ ミン C含

量 の 高 い 品 種 の 育成 が 求 め られ て い る．よ り効率的 に 育

種 目標 に 適合 した 優良系統 を得 る に は，そ れ ら重要形質

の 遺伝 様式 を 明 ら か に し，効率的 な 選抜方法 の 確 立 が 重

要 で あ る．こ れ ま で に も，重要形質 に 関す る遺伝力 の 推

2002 年 4 月 16 日　受付．2002年 8 月 27 日　受理，

　本 報 告 の 一部 は園芸学会平成 12 年度春季 大会で 発 表 した，
率Corresponding　author ・

定 に つ い て は，糖，有機酸 （Duewer・Zych ，1967 ；Shaw

ら， 1987 ；門馬 ・高 田，1991），品質 ・収量構成 要素

（Spangeloら，1971； 森下，1994）な ど，い くつ か 報告 さ

れ て い る が ，ビ タ ミ ン C 含 量 の 遺 伝 様式 に つ い て は

Lundergan ・Moore （1975）の 報告が あ る程 度 で 十分 な 検討

が な さ れ て い な い ．

　本報 で は ビタ ミ ン C 含量 と そ の 安 定 性 に 特 徴 を 有 す る

品種 （曽根 ら，1999）間の F1集団お よ び 自殖 世 代 を 用 い

て ，ビ タ ミン C 含量 の 遺伝様式 を 明 ら か に し，実生 集団

に お け る選 抜 の 有効性 に つ い て 検討 した ．ま た，同
一

果

実中の ビ タ ミ ン C 含量 と糖含量 お よ び そ れ ら の 組成 と の

関係 を 調 査 し，ビ タ ミ ン C 含量 が 高 く，か つ 高糖度 を有

す る品種育成の 可能性 に つ い て 検討 した．
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材 料 お よ び 方 法

1 ．ビ タ ミ ン C 含 量 の 遺 伝 解析

　 前報 （曽根 ら，1999）に お い て 明 らか と な っ た ビ タ ミ ン

C 含量 に特徴 を有 す る 品種 と して，高い ビ タ ミ ン C 含量

を有 し，収穫時期 の 違 い に よ る変動の 小 さい
‘
さ ちの か

’

お よ び
‘
あか し ゃ の み つ こ （以下，

‘
み つ ご ）

’
並 び に，ヒ

’

タ ミ ン C 含量 が 低 く，収穫時期 の 違 い に よ る変動 の 小 さ

い 品種 で あ る
‘
山形 2号

’
，お よ び ℃ esena

’

を供試 した ．

　 1998 年 は ，高 ビ タ ミ ン C 含有 品 種
4
さ ち の か

’
と低 ビ

タ ミ ン C 含有品 種 ℃ esena
’
を 正 逆交配 し，℃ esena

’
x

宕 ち の か
’
の F

且を 234 個体 お よ び
‘
さ ち の か

’
×
‘Cesena ’

の F1を 170個体 を 供試 した ．1999 年は ，と もに 低含有品

種 で あ る
‘
山形 2 号

’
お よび ℃ esena

’
を正 逆交配 し，

‘
山形

2号
←

× ℃ esena
’
の Flを 52個体，℃ esena

’
ズ 山形 2号

の F1を 197 個体 を供試 した ．ま た，自殖後代 と して
‘
さ

ち の か
’
の 自殖第 1世代 152 個体T ℃ esena

’
の 自殖第 1世

代 199個体 お よ び
‘
山形 2号

’
の 自殖第 1世代 84個体 を供

試 し た．2000年 は，と もに 高含有品 種 で あ る
‘
さ ち の か

’

お よ び
‘
み つ ご を正 逆交配 し，

‘
み つ ご ×

‘
さ ち の か

’
の

Flを 64個 体，
‘
さ ち の か

’
x

‘
み つ こ

卩
の Flを 25 個体 を

供 試 した．さ ら に ，
‘
み つ こ の 自殖第 1世代 99個体 を供

試 した ．

　な お，各年度 と も 5月中旬 に播種 し，育苗後 9月上 旬 に

ビニ ル ハウ ス に 定植 して 促成栽培 を行 っ た．元 肥 は N ，
P205，　 K20 を そ れ ぞ れ 1．Okg ！a と した．そ の 他 の 栽培管

理 は 野菜育種研究室 の 慣行法 に 従 っ た．ビ タ ミ ン C 含量

の 分析 に は，3月下 旬 一5 月 下 旬 に 収 穫 した 完 熟 果 実 を 各

個体 5果以 上 供試 し た ．

　 ビ タ ミ ン C（還元型 ア ス コ ル ビ ン 酸 ）含量 は，0．1％ メ タ

リ ン酸 水溶液 を 果重 の 10倍量 添加 して ，摩砕 ・抽出後．

遠 心 ・濾 過 し，HPLC （カ ラ ム ：Asahipak 　NH2P −50，移

動 層 ： ア セ ト ニ ト リ ル ：100mM リ ン 酸 緩 衝 液

二75 ：25（v ！v ），検出器 ：UV ，245　nm ）に よ り検出 した，広

義の 遺伝力 は h2ニ（VFI ま た は Vs −VE）1（VFl ま た は vs），
VE＝（VPI＋ Vp2）12に よ り算 出した．

　 さ らに，供試 した 10種類の 交配組み合わ せ お よ び 自殖

集団に つ い て，ビ タ ミ ン C 含量 を 目標精度 10％，危険率

5％ で 組合せ 能力 を評価 す るた め に 必 要 な個 体数 を 推定 し

た ．

2 ．ビ タ ミ ン C 含 量 と 糖 組 成 と の 関 係

　 1998 年 お よ び 1999 年 に 供試 した
‘
さ ち の か

’
と ℃ ese −

na
’
お よ び

‘
山形 2号

’
と ℃ esena

’
の 正 逆交配 F1集団 と

‘
さ

ちの か
’
，℃ esena

’

お よ び
4

山形 2号
’

の 自殖第 1世代 か ら

任意 に 抽出 した 119個体 に つ い て ，同
一

果実中の ビタ ミ

ン C 含量 と糖含量 お よ び組成 と の 関係を検討 した．分析

に は両年と も，3月下 旬 か ら 4月上 旬に 収穫 し た 果実 を供

試 した．な お，糖組成は 果重 の 100倍量 の 50％ エ タ ノ
ー

ル 水溶液 で 磨 砕 ・抽出後，遠心 ・濾過 し，HPLC （カ ラ ム

：Shim−Pack，　 SCR −101C，移動相 ：水，検出器 ：示 差屈

折計 ）に よ りス ク ロ
ー

ス，グル コ
ー

ス およ び フ ル ク ト
ー

ス

を 定 量 した ．

結 果 お よ び 考 察

1．ビ タ ミ ン C 含 量 の 遺 伝 解 析

1）高 含 有 品 種 と 低 含 有 品 種 間 の 交 雑 集 団

　懲 ち の か
’

と ℃ esena
’
の 正 逆 交 配 FI個 体 お よ び 自殖 集

団 に お け る ビ タ ミ ン C 含量，分布範囲 お よ び広 義 の 遺 伝

率を 第 1表 に，正 逆交配 に お け る 含量別分布頻度を第 1図
a に 示 し た．親品種 の ビ タ ミ ン C 含量 は ，℃ esena

’
が

TabLc 　1，Ascorbic　acid 　content 　and 　it’sheritability 　in‘Cesena ’
，
‘
Sachinoka ’and 　tbeir　Fi　progenies（1998　and 　1999）．

Number 　of

　 plants

Ascorbic　acid （mg
・100g

−1FW

）

Parent　and 　progeny
Mean SD 　　　　Mid −

P・・e ・ t・l　 H ・ ・it・bility’

Range
　 　 　 　 　 value

Sarnpled　on 　1998

　 Cesena

　 Sachinoka

　 Cesena× 　Sachjnoka

　 Sachinoka×　Cesena

　 8

　 8234170

45，377
、259
．556
．3

6，59　　　　38、3 −
　57，〔〕

5，03　　　　　705 　−　85．3
13．33　　　　26，7 −113．6
12．75　　　　27，8 −

　89．16L3613
0．8060
．788

Sampled 　on 　1999

　 Sacbinoka

　 Cesena

　 Sachinoka　se］f
　 Cesena 　sclf

1010152199 66，442

．
’
L6L134

．5

3．574

．7211
、469
．13

62．0 − 73，3

35，6 ．　50，6
34．2　　90，0
16．9　．69．7

0．9030
，733

Hh2 ・（Vl。 ・・ Vs −V
，）1（VF1 ・ ・ V

、），　V ，
・（V ，、

＋VP
、）12

Vv，1： Variance　of 　Fl　 progenies．
Vs ： Variance　of　the 　first　generation　ofse 且fed　progenies．
Vpl　 and 　V1、2 ： Variance　ofthe 　cultivars ．
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45．3mg ・100　g
−1FW

，
‘
さ ち の か

’
が 77．2　mg ・100　g

− L

FW ，中 間親 は 61．3　mg ・100　g
”iFW

で あ っ た．親 品 種 で

あ る
‘
さ ちの か

’
の ビ タ ミ ン C 含量は ，1998 年 で は 1999
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5　　15　　25　　35　　45　　55　　65　　75 　　85 　　95 　105　115　125

　　　　 Ascorbic 　acid 　content （mg ・100g
−1FW

）

5　　15　　25　　35　　45　　55　　65　　75　　85　　95 　105 　115 　125

　 　 　 　 Ascorbic　acid 　content （mg ・100g
一1FW

）

　 0
　 　 　 5　　15　 25　　35　　45　　55　　65 　75 　　85 　 95　105　1t5　125

　　　　　　　 Ascorbic 　acid 　cDntent （mg ・10Gg
−1FW

）

Fig．1．　Frequency　distribution　for　ascorbic 　acid 　content 　in

　 　 strawberry 　
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Tab 霊e　3．Ascorbic　acld 　content 　and 　it
’
sheritability 　in‘Akasha 　no 　mitsuko

’
，

‘Sachinoka’and 　their　Fi　and 　selfing 　pregenies（2000）．

Number　of
　 plants

AsQorbic　acid （mg
・100g

−1FW
）

Parer】1and 　progeny
Mean SD 　　　　Mid −

P・・ent ・l　 H ・・it・bilityz
Range
　 　 　 　 　 value

Akasha 　no 　mitsuko （Mitsuko ）

　 　 　 Sachinoka

　 Mitsuko × Sachinoka

　 Sachinoka × Mitsuko

　 　 　 Mitsuko　se旦f

0245911629 72．778
．493

．595971

．0

5．82　　　 67，0 −　 87．9
6，24　　　　71．8　　　89．1
1223　　　　65．5 −

　124，7
13．97　　　 70．9 −　123．6
13．56　　　 49．8 −　 99 ．5

75，675
．6

0．7460
．8060

．8i6
tSee

　Table　1．

や 広 い 範囲 に 分布 し た ．ま た ，両親 の 分布と 同程 度の 個

体 は 142個体，72．1％ を 占め ，比較的狭 い 範囲 に 多 くが

分布 した．広義 の 遺伝率 は 0．888 と高い 値を 示 した．

3）高 含 有 品 種 間 の 交 雑集 団

　
‘
さ ち の が と

‘
み つ こ の 組 み合わ せ に お け る含量，分

布範囲およ び 広義 の 遺伝率を 第 3表 に，正 逆 交配に お け る

含量別分布頻度を第 1図 c に 示 した ．親品 種 の ビ タ ミ ン C

含量 は ，
‘
み っ こ

’
が 72．7mg ・100　g

− IFW
，
‘
さ ちの か

’
が

78．4mg ・100g
− 1FW

，ま た 中 間親 は 75．6mg ・100　g
− 1FW

で あ っ た ．
‘
み つ ご ×

‘
さ ちの か

’
の F1集団で は，供試 し

た 64個 体 の 平均値 が，中間親 よ り高 い 93．5mg ・100　g
−1

FW と な り，65．5’一　124．7mg ・100　g
− IFW

の 間 に 分 布し

た ．ま た，
‘
さ ちの が と 同程度以上 の 個体 は 31個体 ．

48．4％ を占め，
‘
さ ちの か

’
よ り高含量 を有す る個体 は 32

個体，50．0％ を占め た．広義の 遺伝率は，O．746と比較的

高 い 値を示 した ．

　
一

方，
‘
さ ちの か

’
×
‘
み つ こ の F

且集 団 は，供 試 した 25

個体 の 平均値 が，中間 親 よ り高 い 95．9mg ・100　g
−1FW

と

な り，70．9−・123．6mg ・100　g
− IFW

の 間 に 分布 した．そ

の う ち　
‘
さ ち の か

’
の 分 布 と 同 程 度 の 個 体 は 12個 体，

48，0％ を占め ，
‘
さ ちの か

’

よ り高含量を有す る個体 は 13

個体，52．0％ を占め た ．広義の 遺伝率 は，0．806 と比較的

高 い 値を示 した．以上 の よ うに，
‘
さ ち の か

’
と

‘
み っ こ

の 組 み 合 わ せ で は ，正 逆交配 に よ る 平均値 お よ び分布範

囲 に 大きな 違 い は み とめ られ な か っ た ．

4）供 試 品 種 の 自殖 集 団

　窓 ち の か
’
の ビ タ ミ ン C 含量 が 66．4mg ・100　g

− TFW
で

あ っ た の に 対 し，自殖第 1代世代で の 平均値は 6Ll 　mg ・

100g
− TFW

と な り，大 き な 差 異 は み と め ら れ な か った ．

ま た，分布範囲は 34．2−90．O　mg ・100　g
−1FW

，親品種 よ

り も広 く，親品種 と同程度 か や や 低 い 含量を有す る個体

が 多か っ た．親品種 よ りも高い 含量を有する 個体 は 23個
体 ，15．1％ を 占め た．ま た，広義 の 遺 伝率は 0．903 と高 い

値 を 示 した （第 1表 ）．

　℃ esena
’
の 自殖第 1世代集団で は，親 品種 が 42．1mg ・

100g
−iFW

で あ っ た の に 対 し，自殖第 1世代集団で の 平

均値 は 34．5mg ・100　g
− 1FW

と 親品種 よ り低 か っ た ．分

布範 囲 は 16．9−−69．7mg ・ユ00　g
一且FW と親品種 よ り広 く，

親 品種 よ り も低 い 含量 を 示 し た 個体 は ， 121 個 体 ，
60，8％ を 占め た．広義 の 遺伝率 は ，0，733 と比較的高 い 値

を示 した （第 1表 ）．

　
‘
山形 2号 の 自殖第 1世代集団で は，親品種 が 40．9mg ・

100g
− LFW

で あ る の に 対 し，自殖第 1世代集団の 平均値

は 50．4mg ・100　g
− 1FW

で あ っ た．しか し，分布範囲 は

255〜72，5mg ・100　g
− 1FW

と比 較 的 広 か っ た．親品種 よ

り も高 い 系統数 は 58個体 ，69．0％ み られ，親品種 よ りも

高い 含量を 有す る 系統が 多か った．広 義 の 遣 伝率 は 0，712
と比較的高 い 遺伝率 を示 した （第 2 表）．

　
一

方，
‘
み つ こ

’
の ビ タ ミ ン C 含量 は 72．7mg ・100　g

−l

FW で あ っ た の に 対 し，自殖第 1代世代で の 平均値 は 71．O
mg ・100　g −1

−1FW
とな り，親品種 と大 き な差異 は み とめ

られ な か っ た．また，分布範囲 は 49．8−・99．5mg ・100　g
−1

FW と親 品種 よ りも広 く，親 品種 と同程度か や や 低 い 含量

の 範囲 に 多 くの 個 体 が 分 布 した．親 品種 よ りも高 い 含量

を示 し た 個体 は 17個体，17．2％ を 占め た．広義 の 遺伝率

は，0．816 と
’
S ちの か

’
の 自殖第 1代世代 と 同様 に 高 い

値を示 した （第 3 表 ）．

5）ビ タ ミ ン C 含 量 の 遺 伝 特 性

　イ チ ゴ 果実 に お け る ビ タ ミン C 含量 の 遺伝特性 に つ い

て は ， Hansen・Waldo（1944），　 Darrow ら （1947），
Anstey・Wilcox （1950），　 Lundergan 　

・
　Moore （1975），

La1 ・Seth（1979）が 検討 し て お り，ビ タ ミ ン C 含量 は ポ リ

ジー
ン で 支配 さ れ ，量的遺伝 す る と の 報告 が 多 い ．そ の

中 で ，Lundergan・Moore（1975）は ビ タ ミ ン C 含量 の 広

義 の 遺 伝 率 を 41％ と推定 し，高 ビ タ ミ ン 含量 を 有 す る品

種育成 お よ び選抜 は 可能 で あ る と して い る，

　本研究 に お い て は ，高およ び 低含有品種間交配で あ る
‘
さ ち の か

’
と ℃ esena

’

の 組 み 合わ せ で は，ほ ぼ 中間親 と

同 程 度 の 平均含量 を 示 し，多 くの 個 体 が 両親間 に 分布 し

た ．ま た，低含有品種 間交配 で あ る
‘
山形 2号

’
と ℃ ese −

na
’

の 組み 合 わ せ で は，正 逆交配 と も 中間親 と近似 した 平

均含量を示 した が，両親 よ り も分布範囲が 広 く，特 に ℃ e−

sena
’

×
‘
山形 2号

’
の 組 み 合わ せ で は ，両親 よ り も 2倍程

度高 い 個体 もみ とめ られ た．こ の よ うに ，こ れ ら の Fl集

団 で は 両 親 の 平 均 値 近 傍 の 狭 い 範 囲 に 多 くの 個 体 が 分 布

す る こ と か ら，ビ タ ミ ン C 含量 は 不完全優性 で 量 的 遺 伝
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を 示 し，関与遺 伝 子 数 も比較的少数 で あ る と推測 さ れ た．

　一
方，Darrow ら （1947）は ビタ ミ ン C 含 量 の 異 な る系

統 か ら 6 種 類の 交配組合 せ を 作出 し，ビ タ ミ ン C 含量 を

比較した 結果，高含有系統間 の 交雑実生 集団で は両親 よ

り も高 い 含量 を 示す系統を数多 く得 て お り，両親 よ り も

高い 側 に 多 くの 個体 が 分布 した と報告 して い る．Hansen

ny　Waldo （1944）は高含有系統を交配親 に 用 い た場合 後代

に お い て 高含有個体 を得 ら れや すか っ た と して い る．ま

た ，Anstey ・Wilcox （1950）は 16 種 類 の 近 交系 お よ び他

殖 に よ る後代 を 比較 し．後代 に お け る ビ タ ミン C 含量 の

平均 値は両親の 平均値 と高 い 相関が あ る こ と，高 ビ タ ミ

ン C 含量 は 部分優性 を示 し，実生 お よ び ラ ン ナ ー苗 に お

け る ビ タ ミン C 含量 は 環境 に よ る変動 が大 き い もの の ，高

ビ タ ミ ン C 含有品種 の 育成 は 可能 で あ っ た こ とを 報告 し

て い る．

　本研究 に お い て も，こ れ ま で の 報告 と 同様 に 高含有品

種 間交配 で ある
‘
み つ ご と

‘
さ ちの か

’
の 組 み合わ せ で

は，正 逆交配 と も両親 よ り高い 側 に 多 くの 個体 が 分布 し，

量 的 遺伝 子 の 累積効果が み とめ ら れ た．以上 の 結果 よ り，

高 ビ タ ミ ン C 含有系統を 効率的 に 得 る た め に は，高 ビ タ

ミン C 含有系統間 の 交配 が有効で あ り，こ れ ら組 み 合 わ

せ か らあ る程 度高 い 系統を選抜 し，さ らに それ ら を親 と

して 交配 と選抜を 重 ね る こ と に よ り，よ り効率的 に 高 ビ

タ ミ ン C 含量系統 が 得 ら れ る可能性 が 示唆 され た．さ ら

に，本報 で も示 した よ うに ビ タ ミ ン C 含量 の 遺伝 力 は 比

較的高い こ とか ら，育種初期段階で 選抜圧 を加え る こ と

に よ り，効率的 な 選抜 が 可能 で あ る と考え られ た ．

　 さ ら に 本研究 の 結果 で は ，ビタ ミ ン C 含量 は基本的 に

量 的遺 伝 を 示 す が ，組 み 合 わ せ に よ っ て そ の 遺 伝特 性 は

異 な り，こ れ ま で の 報告 と 同様 に 集団平均 値 が 中 間 親 と

同程 度 の 中間遺伝を示す場合 と，両親 よ り高 い 個体 が 数

多 く得 られ る量的遺伝子 の 累積効果を示す場合が み と め

られ た．こ の こ とは，ビ タ ミ ン C 含量 に つ い て 品種 に よ

り異 な る遺伝因子 を含む 可能性 を示唆 して お り，今後 よ

り詳細 な 検討を行 う必要 が あ る と考え られ た．

2 ，ビ タ ミ ン C 含 量 と 糖 含 量 お よ び 糖組成 と の 関

　　係

　 ビ タ ミ ン C 含量 と糖含 量 お よ び糖 組 成 との 関 係 を 第 4

表 に 示 し た．ビ タ ミ ン C 含量 は ス ク ロ
ー

ス，グ ル コ ース ，

フ ル ク トース ，全糖含量およ び全糖含量 に 対す る ス ク ロ
ー

ス の 割合 （ス ク ロ
ー

ス 比率 ）と正 の 相関が み とめ られ た ．

特 に ス ク ロ
ー

ス と は 比較的高 い 相関が み とめ られ た．こ

れ ま で に ビ タ ミ ン C 含量 と糖 との 関 係 に つ い て は，佐藤 ・

山川 （1989）が pH，酸度，糖度 と ビ タ ミン C 含量 と の 間に

は 有意 な 相 関 が み とめ られ な か っ た と報告 し て い る．そ

れ に 対 し，筆者 ら は前報 （1999）に お い て，ビ タ ミ ン C 含

量 は全糖含量，ス ク ロ
ー

ス 含量 お よ び ス ク ロ
ー

ス 比 率 と

の 間 に 有意 な 正 の 相関，グ ル コ
ー

ス 1フ ル ク トース 比 率 お

よ び ス ク ロ
ー

ス ／グル コ ース 比 率 と の 間 に 有意 な 負の 相関

Table　4，　 Correlation　 coefficients 　 between 　 ascorbic 　 acid

　 　 　 nnd 　sugar 　content 　of　strawberry 　progenies．

Characters r

　 　 Sucrose

　 　 Glucose

　 　 Fmctose

　 T α al　suga ／

Sucrose厂rotal　sugar

Fruc重ose 〆Glucose

0．580 ＊＊

0、207＊

0．237蛛

0，424 綿

0，508 桝

一
〇．055

寧，寧 寧 Significant　at　5％，1％ ］evel，respectively ・
zSucrose

＋Glucose＋ Fructose．
More 　than　1　19　progenies　were 　used 　for　each 　cornparison ．

が み られ る こ と を報告 した．また，ウ ン シ ュ ウ ミカ ン （泉

ら，1990）や トマ ト（篠原 ら，1980）に お い て も，ビ タ ミ

ン C 含量 と糖含量間 の 有意 な 関係が 報告 され て い る．

　今回，新 た に 複数 の 品種を用い た組 み 合 わ せ後代に つ

い て ビ タ ミ ン C含量 と糖組成 との 関係 を検討 した結果，ビ

タ ミ ン C 含量 は 全糖含量，特 に ス ク ロ
ー

ス 含量 との 間 に

比 較的高 い 正 の 相関が み と め ら れ ，前報 （1999）で の 結 果

と同様 の 傾向を 示 し た ．こ れ ら の 結果か ら，糖含量 が高

く食味 の 優 れ た 高 ビ タ ミ ン C 含有品種 の 育成 は 十分可能

と考 え られ た ．

　 と こ ろ で，一
般的 に 収量性 と果実内成分，特 に 糖 の 高

含有量 との 両立 は 容易 で な い こ とが 知 られ て い る．荒木

ら （1986）は促成 トマ トに つ い て か ん 水量 の 違 い が収量 と

果実 の 糖度 な らび に 酸度 に 及 ぽ す影響 に つ い て 検討 し，総

収量 と果実中の 糖度およ び 酸度 との 間 に は負 の 相関が み

と め られ，そ の 他 の 果 実内成分 に つ い て も，収量 と の 間

に は 同 様な 関 係 が 予 想 で き る と して い る．イ チ ゴ に お い

て も，か ん 水量等の 栽培管理 の 違 い が 収量姓 と と もに ビ

タ ミ ン C 含量 に も影響 を及 ぼ す と考 え ら れ る ．今後 は ，ビ

タ ミ ン C 含量 に 関す る選抜 が 収量性 に 及 ぼ す影響を解析

し，高 い 収量性 と 高 ビ タ ミ ン C 含量 を両立 した 品種育成

の 可能性 に つ い て 検討す る 必要 が あ る．

3 ，ビ タ ミ ン C 含 量 に 関 す る 組 み 合 わ せ 能 力 の 推

　　定 に 必 要 な 個 体 数

　各交配 組合 せ に お け る ビ タ ミ ン C 含量 を 高精度 に 推定

す る た め に 必 要 な 個体数 を 第 5 表 に 示 し た ．ビ タ ミ ン C

含量 の 変動係数 は 13．1−26．4％ に 分布 し，交配親 の 違 い に

よ る差異 は み と め ら れ な か っ た ．さ ら に ，推定 に 必要 な

個体 数 は，7−2．7個体で，平均値は 16個体 と 算出 さ れ た ．

こ れ まで に ，ビ タ ミ ン C 含量を高精度 に 評価 す る た め の

標本数 の 推定 に つ い て は望月 ら （1995）が，同
一

品種 の ラ

ン ナ
ー

株 を用 い て 標本数の 推定 を行 い ，15個 体 以 上 か ら

な る試験区を設定 し，収穫 期 間 中 4 回 程 度，各 回 20果 程

度 以 上 を調 査す る こ と に よ り十分 な 評価 が 可能 で あ っ た

と報告 して い る．本試験 で は ，交雑分離集団を用 い た結

果で あ り，遺伝的に 均
一

な 同
一

品種 の ラ ン ナ
ー

苗 を用 い
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